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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

生物機能、遺伝子工学 

キーワード 

バイオテクノロジー、分子生物学 

所属学協会・研究会 

日本動物学会、高専学会など 

研究分野 バイオテクノロジー 

 

川村 敏之 講師 

物質工学科 

kawamura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

 

 

 

 

 

 

 

納豆菌であるBacillus属細菌の単

離・同定を行い、それぞれの特徴や

生理機能などを応用することを目的

としている。 

 

【研究テーマ２】 

          

 

 

 

 

 

 

 

単離したBacillus属細菌を

色々な条件で培養すると、化

合物を生産する。 

 

【研究テーマ３】 

 

上図は抽出した化合物の界面活性

剤との相互作用を分析している。 

単離した化合物にどのような性質

があるか調べ、化合物を応用できな

いかを検討する。 

単離した化合物をモデル生物であ

るメダカやプラナリアへ投与して

細胞への影響を見たり、カビやキノ

コの生育への関与について解析を

行っている。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

無機分析化学 

キーワード 

微量元素分析，環境分析，高感度分析 

所属学協会・研究会 

日本分析化学会，日本地球化学会 

研究分野 分析化学 

 

後反 克典 准教授 

物質工学科 

分析化学研究室 

gotan@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【マイクロ波分解法による木質バイオマス発電燃料中の迅

速元素分析法の開発】 

環境試料および材料中に含まれる微量元素の分析では，

試料の前処理法の検討や分析の妨げとなるマトリクス成

分（主成分）の影響の軽減が重要となる。これらの要因を

取り除き，微量元素を精確に定量するための試料分解法や

目的元素の分離，精製法の開発を行っている。一例として，

マイクロ波を用いた木質ペレットの分析法の開発を示す。

マイクロ波分解装置を用いて高温・高圧条件にすること

で，従来は困難であった試料分解を安全・迅速に達成でき

る。本方法による前処理と，誘導結合プラズマ質量分析装

置を組み合わせることで極微量元素（ppt～ppm）の多元素

（約 70元素）同時定量分析が可能となる。 

他にも抽出法や，LC カラムおよび固相抽出，溶媒抽出

等による前処理を組み合わせた分析手法の開発を行い，ホ

ウ素，ヒ素等，カドミウム，水銀の環境汚染の原因となる

物質の評価の研究を行っている。 

マイクロ波

圧力センサー

硝酸

木質ペレット

PTFE容器

マイクロ波分解法

温度：~250℃

圧力：~100気圧

・迅速、簡便
・揮発性元素の
分析も可能！

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ 原子スペクトル法を用いた環境試料中の微量元素分析および材料中の不純物成分の分析，および前処理

（試料分解，分離・濃縮技術等）を含む分析法の開発。 

【主な使用機器】 

二重収束型誘導結合プラズマ質量分析装置，誘導結合プラズマ発光分析装置，高分解能フレームレス原

子吸光分析装置，フレーム原子吸光分析装置，紫外可視吸光光度計，全有機炭素分析計，マイクロ波分

解装置，差動型示差熱天秤，高感度示差走査熱量計 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

過去に行った産官学連携研究テーマ 

「石炭中微量元素の分析法開発，標準化，およびキャラクタライゼーション」 

「小型自走式ロボットによる土壌化学成分濃度布モニタリングシステムの試作」 

微量元素分析，環境･材料分析，高感度分析
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